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下火になってきた新型コロナ
•2020年1月 武漢か
らの帰国者から

•ﾀｲﾔﾓﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｾｽ号
の隔離

•街から人が消える

•１年以上経ってﾜｸﾁ
ﾝ接種が始まる

•変異株の発生

•世界を巻き込んだ
パンデミック





愛知は４年ぶりに緊急事態宣言



新型コロナとインフルエンザ
•新型コロナの感染状況はか
なり低下してきている

•ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの流行が急増

•A（H1N1）亜型、A（H3N2）亜
型、B型の3種類

•18歳未満のｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ罹患
率が高い

•ﾜｸﾁﾝ接種をした方が良いで
しょう



今後も警戒すべきもの
•人間の生活圏の拡大による未知
の病気に感染する危険性

•薬の開発と耐性菌の追いかけっこ

•地球温暖化による感染源の拡大

•地球温暖化による新しい感染源
の登場

•地球環境を守り維持する力必要



AIが変える世界

今日のニュースでハリウッドのストライキが暫定妥結したという

待遇改善

俳優の肖像権を確保しＡＩによる不正利用がないように

ＡＩによる不利益が起きないように配慮

これを基に組合員に提示し賛成を得れば正式に解決することになる





•今たくさんの偽動
画が流れています

•今日のﾓｰﾆﾝｸﾞｼｮｰ
でも取り上げられ
ていました

•前澤さん等の名前
を使って投資話を
する

•この記事も日テレ
の番組を加工した
もの



実際の映像と声を変える装置



AIがフェイクを生んでいく
•今回の岸田首相のフェイク動画は20代の男性が無
料配布されているソフトを使って１時間程度で作成

•土台になる画像や音声を拾い集めて合成した

•ニュース番組の中で話しているという状況で作成

•善悪を判断する能力の育成が急がれる

•メディア・リテラシー＝ﾒﾃﾞｨｱを活用する能力

•能力の中に情報を取捨選択し正しく使う能力を含む

•興味や受けを狙った作品造りを警戒する



•11月2日 ﾛﾝﾄﾞﾝで「AI安
全ｻﾐｯﾄ」が開催される
•広島ｻﾐｯﾄでも岸田首相
が言及していた
•先行するAIに法整備が
追い付いていない状況
の中で世界的な合意を
目指そうとするもの
•ｻｲﾊﾞｰ安全保障やﾊﾞｲｵﾃ
ｸﾉﾛｼﾞｰ、偽情報といった
領域でAIが「破滅的な被
害」出す予想





ＡＩが進化することで変化するもの
•技術の進歩が今まで不可能だったことを可能にする

•今回のﾋﾞｰﾄﾙｽﾞのNow and then はその完成形

•リマスターやリミックスを越えていくことも

•失敗した所を取り除いて良いものを加えていく

•音声や映像を他のまるで違うものに作り替えていく

•何が本物なのかが分からなくなってしまう

•感動というもののとらえ方が変化していくのか



高度化するAI技術
•ディープラーニングで様々な情報を収集する

•集めた情報を瞬時にアウトプットしてくる

•平和的な利用

•医療分野では病気の診断や術式の提案、新薬の開
発、老人介護など多方面

•技術面 新しい合金や電池、新種開発等 事故対策

•兵器での利用

•自動制御で飛ぶ戦闘機 自動で追尾する銃やﾄﾞﾛｰﾝ



提供を受ける我々はどう対応
•便利なことからは離れられない

• 人工知能搭載 ｱﾚｸｻ ｸﾞｰｸﾞﾙ翻訳 ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ

• 作文 造形 この授業も様々な便利グッズを利用

•人間の判断力が低下していく

• AIに指示してもらう＝他人任せ 批判力弱体化

•映画のようにAIに支配される社会も出現するかも

•何事も自力でできることは他人任せにしないこと



どうなるイスラエル・ガザ問題



ハマスの地下基地への入口を発見



イスラエル軍と共に戦地に入る



•ガザに存在する地下
トンネル

•このハマスはトンネル
を利用している

•物資や兵士の移動

•国境では武器の密輸

•ｲﾗﾝ経由で北朝鮮か
ら武器が入っている

•今回ｲｽﾗｴﾙはこの地
下ﾄﾝﾈﾙを破壊するこ
とが目的の１つ



北部から南部に移動する一般人





イスラエルの強硬な面を示す
•安保理の会議でｲ
ｽﾗｴﾙ国連大使は
胸にﾀﾞﾋﾞﾃﾞの星を
つける

•安保理がﾊﾟﾚｽﾁﾅ
のｲｽﾗﾑ組織ﾊﾏｽ
の「残虐行為」を
糾弾するまで外さ
ないと宣言



破壊されるｶﾞｻﾞ
•ｲｽﾗｴﾙ軍の侵攻が
止まらない

•現時点でｶﾞｻﾞ地区
は南北に分断され
たといわれる

•地域内の建物の多
くが被災していて
戦闘終了後の生活
はどうなるのか



イスラエル軍は手を緩めていない
•ガザ地域の北半
分にｲｽﾗｴﾙ軍が
侵攻
•ガザ市内にも侵攻
•完全に南北を分
断している
•民間人の移動の
ために回廊提供
•5万人以上が移動



ｲｽﾗｴﾙ軍はﾖﾙﾀﾞﾝ川西岸地区も攻撃
•ハマスの攻撃後ヨルダン川西岸への攻撃を行う
•反抗ｸﾞﾙｰﾌﾟ討伐を理由にﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞで建物を破壊
•この戦闘で150人以上が死亡
•この弾圧に住民の怒りが高まる
•中でもｲｽﾗｴﾙ人入植者が民兵として参加
•ｲｽﾗｴﾙ軍はこの民兵組織の攻撃を容認している
•パレスチナ人は負け続けている
•土地を奪われ守ってくれる人がいない
•ガザと共に戦うべきとする考えが台頭している



日本で開かれたG７外相会議
•中東・ウクライナ・北朝鮮問
題を中心に話し合う

•中東問題では10月7日の攻
撃が二度とないように

•民間人への人道的ケアの提
供と人道的休止

•人質の解放

•ﾊﾏｽを非難しｲｽﾗｴﾙの自衛
権発動は認める



世界を飛び回るブリンケン国務長官
•ハマスの侵攻後 中東・ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱｼﾞｱと飛び回る

•中東：ｲｽﾗｴﾙだけでなくﾖﾙﾀﾞﾝ・ｴｼﾞﾌﾟﾄ・ｲﾗｸ・UAEなど

•アメリカの考え方を説明するため

• 人道的支援を行う

• ｲｽﾗｴﾙはガザを再占領したり封鎖はしない

• 領土を縮小しない＞将来的にはﾊﾟﾚｽﾁﾅ国家を樹立

•ﾈﾀﾆﾔﾌ首相はアメリカの考えを受け入れない



アメリカの仲介がうまくいかないのは
•ｴﾙｻﾚﾑは1947年 ３大宗教の聖地であることから国
際管理地として認定

•1980年 ｲｽﾗｴﾙがｴﾙｻﾚﾑを首都と宣言

• 国連総会で143対1で否決 ｱﾒﾘｶは棄権

• 日本をはじめ各国はﾃﾙｱﾋﾞﾌﾞに大使館を置く

•2017年 アメリカはエルサレムを首都と認定

• 大使館も移動

•ﾊﾞｲﾃﾞﾝ大統領になってｲｽﾗｴﾙ離れがあった



イスラエルの攻撃
•ｲｽﾗｴﾙはﾊﾏｽの兵士を根絶するための戦闘である

• ＞病院や難民キャンプを攻撃する

•民間人の中にﾊﾏｽの兵士が潜んでいるので攻撃する

•ﾊﾟﾚｽﾁﾅ人の被害者が１万人を超し2000人が不明

•どう考えても人道的見地で許されることではない

•ｱﾒﾘｶでは民主党が批判するようになった

•ｲｽﾗｴﾙ国内でも首相にふさわしいと考える人は28％

•日本をはじめ世界でも批判が高まる



ネタニヤフ首相
•1949年10月21日ｴﾙｻﾚﾑ生まれ 10代はｱﾒﾘｶで過ごす

•高校卒業後にｲｽﾗｴﾙ軍に入隊、ｻｲｪﾚｯﾄ・ﾏﾄｶﾙ所属

•1972年のﾊｲｼﾞｬｯｸ事件で突入隊に参加して解決

•除隊後アメリカで政治学を学ぶ

•1984～8年 ｲｽﾗｴﾙの国連大使を務める

•リクード党に所属して国会議員になる

•1996年に首相に就任 その後退任就任を繰り返す

•タカ派の政治家である



今回のハマスの攻撃の原因は何か
•2023年4月5日から１週間 過ぎ越し祭を開催

• 過ぎ越し祭 ｲｽﾗｴﾙ人が隷属から解放され、ｴｼﾞﾌﾟﾄ
を脱出したことを祝う祭

•ｴﾙｻﾚﾑのｱﾙｱｸｻ・ﾓｽｸの前で山羊を生贄として神に
捧げる儀式を計画 ﾓｽｸはｲｽﾗﾑ教徒の聖地の１つ

•血を流す冒涜を止めようとｲｽﾗﾑ教徒がﾓｽｸに立籠る

•ｲｽﾗｴﾙの治安部隊が400人を検挙 過剰な武力行使

•これに怒ったﾊﾏｽがﾛｹｯﾄ弾を撃ち込む



イスラエル・ガザ紛争を考える
•イスラエルの歴史学者 ユバル・ノア・ハラリ氏

•この戦争での勝者は誰

•より多くの人を殺害した側でもなく

•より多くの住宅を破壊した側でもなく

•より多くの国際的支援を受けたものでもない

• ＞政治的な目的を果たした側である

•ハマスの目的

•ｲｽﾗｴﾙは周辺のｲｽﾗﾑ国と和平を結ぶ

＞和平を妨げること
ネタニヤフの
最大の業績



ハマスという組織
•ﾊﾏｽにとって和平と国交正常化が進むのは致命的
•ﾊﾏｽはｲｽﾗﾑ原理主義者の集団
•PLOのような非宗教的組織とは異なる
•10月7日の作戦名 ｱﾙ・ｱｸｻ・ﾄｩﾌｧﾝ作戦
•＞人類をほぼ一掃するほどの代償を払ったとしても
相手が犯した罪を取り除いてこの世を浄化すること
•＞個人の苦悩は考慮せず死亡したものは殉教者
•和平とは人々が正義と思えることとの妥協
•いかなる犠牲も厭わず絶対的な正義を追及する

ｲｽﾗｴﾙを国家として認めない

ノアの洪水

拒否する



イスラエル政府は
•一方ﾈﾀﾆﾔﾌ首相はタカ派の政策を進展させる

• ＞ユダヤ人至上主義思想を受け入れる

• 聖書に根差す幻想と絶対的正義 平和的妥協無視

•パレスチナ地域を壁で囲い込む

•ﾖﾙﾀﾞﾝ川西岸地域にｲｽﾗｴﾙ人入植地を拡大

•今回のﾊﾏｽの攻撃に対して

•ﾊﾏｽを徹底的に叩いて武装解除 ＞自国民保護

•ただしこれは軍事的成果でしかない



どのように終結を迎えられるのか
•双方に共通していること

• 絶対的な正義の実現

• 聖書（ｺｰﾗﾝ）に根差す幻想

•沈静化と和平（和解）のための下地作りが大切

•ﾎﾛｺｰｽﾄから80年 今ﾄﾞｲﾂ人とｲｽﾗｴﾙ人は良き友人

•過去は変えられない＞未来に焦点を当てるべき

•国際赤十字（赤新月）等の国際機関に期待

この考えを捨て去る



イスラエル

ハマス PLO

精神的指導者
アハムド・ヤシン

最初は教育や
医療支援など

ｶﾀｰﾙからの資金援助
ｲｽﾗｴﾙへの出稼ぎ
水と電力の供給

ﾊﾟﾚｽﾁﾅ自治区ガザ ヨルダン川西岸

アラファト議長

武装して武力闘争
でｲｽﾗｴﾙと対立

対立支援

対立させる

1993年 ﾗﾋﾞﾝ首相との間
で和平成立

弱体化
PLOの政策に反対し過激化

キブツを建設し西岸地
域を侵食

自爆攻撃などが増加
2001年 空爆でﾔｼﾝ氏死亡

ｲｽﾗﾑ諸国

和平交渉

自分たちの主張を体現する
ために攻撃を行う

2006年の選挙でハマが勝利
国際的には認められず
ガザとヨルダン川西岸側が離反



今後どうなっていくのか
•イスラエルの計画（あくまでも机上計画）

• ①ｶﾞｻﾞ住民を南に移動させ北を空爆

• ②北部から地上侵攻を行い南部まで占領

• ③シナイ半島に居住地を建設し移住させる

• ④ガザへの帰国は認めない

•イスラエルは今回の侵攻に明確な設計図を持ってい
るのだろうか

•ガザを地図上から無くすことなど非現実な考え

ｴｼﾞﾌﾟﾄは反対している



考えなければならないこと
•ｶﾞｻﾞでもｲｽﾗｴﾙでも民間人の多くが犠牲になっている
•ガザに住んでいる人すべてがハマスではない
•一方的に支配してきたのはイスラエルである
•平常の幸せな生活を求めることに何の問題もない
•そこに割り込んできた過激派の行動が問題になる
•そこまで追い込んだ理由を考えるべきではないか
•報道はそれぞれの主張を正当化している
•何をどう判断していくべきなのかをしっかり考える必要あり
•ウクライナ問題も同様である



対イスラエルへの圧力
•ボリビア イスラエルと国交断絶

• 2009年～20年の間にも国交断絶していた

•トルコ イスラエルを支持する企業の製品を国内のレ
ストランやカフェテリアなどから排除すると発表

• コカ・コーラやネスレなどが対象

•レバノン イスラム教シーア派組織ヒズボラの指導者

• ｲｽﾗｴﾙへの攻撃についてあらゆる準備をしている

•イエメン ﾌｰｼ派がｲｽﾗｴﾙにﾐｻｲﾙを発射



議員が核爆弾の使用に言及



ｼﾞｬﾊﾞﾘｱ難民キャンプへの攻撃
•ガザ最大の難民キャンプ
•攻撃理由はﾊﾏｽ戦闘員が学校・病院・国際機関に潜んでいる
• 50機の攻撃機が上空を旋回して爆弾を投下
• 24時間絶え間なく 陸上と海上からの砲撃
•破壊されることで何もなくなる
•下水が止まるのでトイレが大変 ＞ 病気の蔓延に
•ｲｽﾗｴﾙを信じることは出来ない
•ﾊﾏｽに怒っていても報復が怖くて何も言えない
•一般住民はどうしたら良いのか＝財産も家族も失って
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